
荒谷林道ウォーキングコース200ｍ付近でヤマカガシに 
出くわしました咬まれないように気を付けてください 

ヤマカガシ[からすへび]  
本州・四国・九州・大隅諸島・朝鮮
半島・中国・台湾などに分布する。 
広島県では山や田畑の水辺で普通に
見かけるヘビ。 
生息場所の選択性はあまりないが、
カエルの多い水田や草むらの傾斜な
どには特に多い。以前は認識されて
いなかったが毒蛇であり口の奥の方
に小さな牙があって深く咬まれると
上顎のデュベルノア腺から毒が傷口
へ入る。首の後ろにある頸腺を強く
押さえると黄色い毒液を出し、これ
が傷口や目に入ると危ない。斑紋や
色彩には変異が多いが、一般には褐
色の地に不規則な黒斑が左右交互に
並びその間に赤い模様が入り混じっ
ている。頸部（けいぶ）に大きな黒
斑があり若い個体ではその前に走る
黄帯が目立つ。広島県では不規則な
黒斑が不明瞭で赤や黄色を欠く色彩
変異も見られる。腹面は黄褐色をし
たものが多いカエルを主な餌として
いるがオタマジャクシがいればそち
らをよく食べる。水中によく潜り魚
も食べる。他のヘビがあまり活動し
ない真夏でも本種だけは活動するこ
とがある。シマヘビの黒化型と混同
され、方言で「からすへび」と呼ば
れることがある。 

広島大学デジタル自然史博物館の 
広島県の爬虫類より引用 

荒谷林道をウォーキングする時は 
1.端っこを歩かない 
2.むやみに山に入らない 
3.  を見たら近づかない 
を意識して  に咬まれないように 
ウォーキングを楽しみましょう。 
じゃぁ 
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この投稿が「ヤブヘビ」にならないことを祈っています。 


